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1 はじめに   

け人ずつの男女が燕団結蛸するものとし、各人は異  

性に第1位～節け位の順位をつけている（図1）．こ  

のようなときに，なんらかの意味で“好ましい，，机合わ  

せを求める問題に対する一つの脈答として，安定結婚  

問題が研究されて釆た【1ト安定結姉は必ず存在し，そ  

の一つを0（”一2）の手†i冒で求めるアルゴリズムが知られ  

ているが，本稿ではすべての安完結姉を列挙する方法  

を提案する．  

が成立することをいう．F一最適（F－最悪）も甲様に定  

義される．以下は既知である【1】．   

1．安完結姉は常に存在する．   

2．M一最適（ト最適）な安定結婚を0（↑－・2）の手間で  

求めることが山来る．   

3．M一環連な安完結蛸はF－最悪であり，逆も其．  

M一最適な安完結姉は，図2に示す“pl・叩OSC－rlcjcctア  

ルゴリズム，，（PR法）により求めることが出来る．す  

なわち，最初の男性から順に最も好きな女性に求婚し，  

競合が生じた場合には複数の男性から求婚された女性  

が撮も好む男性を選んで他を断り，断られた男性は次  

に好きな女性に求婚する．このプロセスにより，図2に  

示す“求婚フロンティア，，が逐次下がって行くが，必ず  

0（け2）ステップ以内に停止して（乱す牒連な）安定結  

納が得られる．   

回 回回 国回回 回回回回 回回回回画  

図2一．PR，法（川より）   

3 全列挙法の概要   

（図1のようなデ⊥タ 

て求めよ”という問題を几とする．PR．法により，図  

3（a）に示すような安定結納打が一つ得られるがi我々  

はこれを利用して几を図3（1）），（－：），（（l）等に示すよう  

な子問題の組巧～君，に分割する．ここで，  

子問題巧：  

男性1，‥．，よ－1までの相手は〝－，…，Ji＿l  

のまま固定し，男憎Hとげiの組合せを禁止すると  

いう条†一トのもとで，安定結蛸を全列挙せよ．  

2 準備  

男女間の1対1対応を結婚という．回1にはその－・  

例を黒塗りで示した．結婚Jによる升件川，の州手を  

J，，－と記し，女性Jの柵手を打／と部く・また，ト…，ト／  

で，それぞれ男性川・，女性Jの選好関係を来す．結姉  

Jが不安定であるとは，ある男女の机（…，．′）について  

Jト…J…，…ト／り   

や！成立することをいい，不安定でない結納を安定結婚  

という．安定結婚けがM－最適（M一最悪）であると  

は，任意の安定結蛸∂に対して  

α…と，，－んl，（J…ゴ…ん，）∀…  
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 （a）男性側の通好 （l））女性側の選好   
図1．安定結納問題（川より）  
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である．このように，いくつかの固定成分ダと禁止成  

分月を有する問題をク（省月）と記す．図3では，これ  

らをそれぞれロ，×で表示している．このような制約  

を満たす結婚を，（ダ，朝一許容な結蛸といい，特 

安定結婚であれば（旦均一許容な安定結婚という．   

ここで，（ダ，R）一許容な安定結納が存在すればその一  

つを見つけ，存在しない場合はそれを確認するアルゴ  

リズムFわIふ乱∫〃（省月）があるとし，（省月）を入力  

したときの出力が安定結婚Jであったとする．Jのう  

ち，男性ん…，んの相手がダわIイJ』J〟（彗呵によ  

り定められ，他の男性の相手は∫で固定ずみであった  

としよう．このような場合，♪（雪月）を脈くアルゴリズ  

ムダよm・d＿最L5加h（ダ，R）を次のように再帰的に梢成す  

ることが出来る．  

アルゴリズムダわI・d＿αJJJ月J可∫，月）   

stepl；J：＝∫わI・d＿軋」りけ（ダ，月）とし，J＝¢なら  

returll．そうでなければJを出力して次へ．  

step2：J＝1，…，pに対して爪血L刷J肋（九   

九）を再帰呼び出しする．ただし，  

為：＝ダリ（（J、，JJl），．‥，（Jトl，げ／ト1）），  

舟‥＝．月∪（（在り．））．  

A B C D E  

1 2 5 2 3  

（a）  

5 1 2 11  

4 3 4 5 4  

かわらない．しかし，これによって得られる結婚打は  

（禁止成分をスキップしているため）必ずしも安定とは  

ならない．そこで，この場合は不安定なべア†乃－Jnl  

を見い出し，この組合せを解消して男性押l．は次の候補  

に求婚する．   

以上が修正PR◆法セあるが，この方法の実行中に，次  

の3つが生じ得る．   

1．安定結婚が得られる．   

2．固定成分が“reject，，されてしまう．  

3．れ．×花の枠を越え七しまう．   

今，図4にロと×で示すような（F，R）に対し，  

（片町許容な安定結婚Jが存在するとし，これを○  

で示す．これに対して修正PR法実行中の求婚フロン  

ティアが前進して行く梯子を△で図4（a）～（c）に示し  

た．このとき，例えば図4（l））のようにA，Cがともに女  

性n・に求婚し，前者がrejectされたとすると，A◆◆α  

は不安定ペアとなるので，2は生じない．また，園4（c）  

のように，フロンティアがJを突き抜けて進行すると  

すると，β－βが不安定ペアとなるので，3も生じな  

い・したがって，修正PR法により，（君均一許容な安定  

結嫡が得られるか，又は，（2，3が生起して）そのよう  

な仰が存在しないことが証明される．  

A B C D E A B C D E A B C D E  

．．△×．  ＋ ＋△×＋ 1 △x3  
＋□×・・ ＋ロ×△・  

十 ＋ ＋ ＋ ＋  ＋ ＋ ＋ ＋ ＋   4 3 4 5 4   

（a）  （b）  （C）  

図4．修正PR法  
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（C）   

図3．手間遁の生成  

（b）  

5 結び  

安定結納を全列挙するアルゴリズムを示した．全部  

でC佃の安定結納があるとすると，それぞれから高々  

m・佃の手間遁が生成され，各手間題に修正PR法を適  

用するのに0（〃・2）の手間がかかるので，全体の計算量  

は，0（CTl・3）となる．   
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4 制約条件のある安定結婚検出問題  

前節までで，安定結納の仝列挙のためには，問題  

ク（ダ，月）を脈くアルゴリズム∫わ招＿札片〃（手刀）を偶  

成すれば良いことがわかった・そ？ために，ここでは次  

に示す修正PR法を提示する．   

修正PR法は，固定成分を燕初からペアとして山発  
する点と，禁止成分にぶつかった時は，そjtをスヰップ  
して次の険補に求婚しに行く点以外，通常のPR．法と  
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